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。
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こ
れ
ま
で
、
漁
協
の
事
業
運
営
、
日
常
業
務
を
行

う
上
で
必
要
な
漁
協
簿
記
や
模
範
定
款
例
の
解
説
、

法
人
税
の
書
き
方
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
漁
協
簿
記
（
初
級
）
お
よ
び
決
算
書
の
見
方
、

協
同
組
合
論
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
簿
記
が
必
要
な
の
か
、
日
頃
作
成
し
て
い

る
伝
票
が
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
資
料
に
繋
が
っ
て

い
く
の
か
等
、
一
連
の
流
れ
と
と
も
に
説
明
し
た
た

め
、
参
加
者
の
理
解
度
は
高
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
協
同
組
合
論
で
は
、
協
同
組
合
の
歴
史
や
特

徴
、
協
同
組
合
原
則
な
ど
の
基
本
的
な
部
分
か
ら
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
漁
協
職
員
と
し
て
の
在
り

方
に
つ
い
て
学
習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
決
算
の
意
味
が
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
年
は
理
解
し
た
う
え
で
決
算
作
業

が
で
き
る
」「
研
修
内
容
に
、
日
頃
曖
昧
に
し
て
い

た
疑
問
点
が
集
中
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
勉

強
に
な
っ
た
」「
組
合
と
は
ど
う
い
う
立
場
で
あ
る

か
等
、
漁
協
職
員
と
し
て
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
内
容
や
も
っ
と
実
務
に
近
い
内
容
を
望
む
声
や
漁

協
職
員
同
士
で
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
て
ほ
し
い

な
ど
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
研
修
内

容
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
研
修
会
一
日
目
の
終
了
後
に
は
、
懇
親
会

を
開
催
し
、
系
統
職
員
同
士
が
親
睦
を
深
め
合
い
な

が
ら
、
盛
会
裏
の
う
ち
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
漁
協
運
営
に
お
い
て
重
要
と
な
る

経
理
事
務
や
協
同
組
合
論
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を

再
確
認
し
、
今
後
の
漁
協
運
営
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会
と
共
催
で
開

催
し
、
県
下
二
十
七
組
合
、
三
十
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

『
漁
協
一
般
職
員
研
修
会
』
を
開
催

　

去
る
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
、
本
会
及
び
長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会
は
、
市

内
ホ
テ
ル
に
お
い
て
漁
協
一
般
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
務
指
導
部
　
指
導
課

漁協簿記の研修風景
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し
た
。

　

会
場
中
央
で
は
、
養
殖
マ
グ
ロ
・
ヒ
ラ
マ
サ
の
刺

身
試
食
会
や
お
魚
す
く
い
捕
り
、
く
じ
ら
雑
煮
の
試

食
会
が
実
施
さ
れ
整
理
券
を
求
め
る
来
場
者
で
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
ブ
ー
ス
で
は
、

レ
ン
コ
ダ
イ
・
ア
ジ
の
一
夜
干
し
加
工
、
煮
付
け
食

べ
方
指
導
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
初

め
て
の
試
み
と
し
て
養
殖
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
や

養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
唐
揚
げ
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
長
崎
北
保
育
園
に
よ
る
「
こ
ど
も
龍
踊
り
」

を
皮
切
り
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
さ
か
な
祭

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　

 　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
大
城

バ
ネ
サ
歌
謡
シ
ョ
ー
」
や
長
崎
魚
市
場
の
セ
リ
人
に

よ
る
「
模
擬
セ
リ
」
が
行
わ
れ
、
威
勢
の
い
い
声
を

合
図
に
参
加
者
は
鮮
魚
な
ど
を
セ
リ
落
と
そ
う
と
大

き
な
声
を
上
げ
子
供
か
ら
大
人
ま
で
大
変
賑
わ
い
ま

第
三
十
八
回
長
崎
さ
か
な
祭
り

第
三
十
八
回
長
崎
さ
か
な
祭
り

　

さ
る
十
月
二
十
日
に
長
崎
魚
市
場
に
て
本
県
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、『
第

三
十
八
回
長
崎
さ
か
な
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
新
鮮
な
鮮
魚
、
水
産
加

工
品
が
格
安
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
場
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
来
場
者
数
は
昨
年

並
み
の
約
三
万
五
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

総
務
指
導
部
　
指
導
課

テープカットの様子

タッチプールの様子
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本
会
ブ
ー
ス
で
は
、「
パ
ネ
ル
展
示
」、「
マ
ダ
イ

の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
」、
漁
青
連
に
よ
る
「
煮
干
の

水
族
館
」、
長
崎
市
水
産
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
「
タ

ッ
チ
プ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

 　
『
パ
ネ
ル
展
示
』
で
は
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
内
の
魚
に

関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
や
煮
干
の
水
族
館
に
合
わ
せ

て
煮
干
の
製
造
工
程
が
わ
か
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

し
た
。『
煮
干
の
水
族
館
』
は
、
十
二
種
類
の
魚
が

載
っ
た
用
紙
に
沿
っ
て
煮
干
を
見
つ
け
出
す
と
い
う

も
の
で
す
が
、
老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
特
に
子
供
か
ら
の
人
気
が
高
く
、
魚
を

必
死
に
探
し
出
す
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

 　
『
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
』
は
プ
ー
ル
に
入
れ
た
ナ
マ
コ

や
ヒ
ト
デ
な
ど
に
自
由
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
催

し
で
、
最
初
は
恐
る
恐
る
触
っ
て
い
た
子
供
達
も
慣

れ
る
と
掌
に
置
い
た
り
、
持
ち
上
げ
た
り
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。『
マ
ダ
イ
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
』

で
は
三
キ
ロ
前
後
の
マ
ダ
イ
を
展
示
し
、
午
前
と
午

後
の
二
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
投
票
用
紙
を
も

ら
う
た
め
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
午
前
・
午
後
で
約

三
百
枚
ず
つ
用
意
し
て
い
た
投
票
用
紙
が
瞬
く
間
に

な
く
な
り
ま
し
た
。
投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
た
来
場

者
は
と
て
も
真
剣
な
面
持
ち
で
、
両
手
を
広
げ
て
測

っ
た
り
、
指
を
使
っ
て
長
さ
を
測
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

当
選
者
の
発
表
時
間
に
近
づ
く
に
つ
れ
投
票
し
た

人
が
集
ま
り
だ
し
発
表
を
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
し

た
。
当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
と
喜
び
の
声
と
落
胆
の

溜
息
が
入
り
混
じ
り
、
重
量
が
一
番
近
か
っ
た
投
票

者
へ
展
示
し
て
い
た
マ
ダ
イ
を
景
品
と
し
て
渡
し
ま

し
た
。
ま
た
、
二
～
十
五
位
と
飛
び
賞
を
含
め
二
十

名
に
一
キ
ロ
前
後
の
養
殖
マ
ダ
イ
を
景
品
と
し
て
渡

し
ま
し
た
。
当
選
者
は
笑
顔
で
帰
路
に
つ
き
大
変
好

評
で
し
た
。

　
『
長
崎
さ
か
な
祭
り
』
は
魚
食
普
及
や
長
崎
の
水

産
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
毎
年
長
崎
魚
市
に
て
開

催
さ
れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

煮干の水族館の様子

マダイの重量当てクイズ　当選者
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ス
ゲ
ッ
タ
ー
大
会
（
フ
リ
ス
ビ
ー
で
や
る
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
）
で
は
、
新
鮮
な
伊
勢
海
老
な
ど
が
豪
華

賞
品
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場

は
終
始
活
気
が
溢
れ
、
手
に
入
れ
た
来
場
者
は
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
王
島
朝
市
は
、
毎
月
最
終
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
秋
カ
マ
ス
や
伊
勢
海
老
な

ど
が
目
玉
商
品
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
す
の
は
、

春
と
秋
の
年
二
回
で
す
が
、
毎
月
開
催
し
て
い
る
朝

市
で
は
、
鮮
魚
販
売
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

牡
蠣
焼
き
な
ど
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
買
い
得
の
海
産
物
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一

度
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

伊
王
島
朝
市
は
、
西
彼
南
部
漁
協
お
よ
び
伊
王
島

朝
市
会
主
催
の
も
と
、
長
崎
市
や
軍
艦
島
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
な
ど
多
数
の
協
賛
を
得
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

朝
市
で
は
、
新
鮮
な
活
鮮
魚
に
加
え
、
数
量
限
定

の
海
鮮
丼
や
海
鮮
味
噌
汁
の
販
売
の
ほ
か
、
高
級
煮

干
し
の
詰
め
放
題
、
釣
り
堀
体
験
、
模
擬
セ
リ
体
験

な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

煮
干
の
詰
め
放
題
で
は
、
開
始
前
か
ら
長
蛇
の
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
隣
の
人
と
競
い
合
う
よ

う
に
し
て
煮
干
を
詰
め
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
模
擬
セ
リ
体
験
や
ビ
ン
ゴ
抽
選
会
、
デ
ィ

『
第
四
回

　伊
王
島
朝
市

　海
鮮
秋
祭
』
が
開
催
さ
れ
る

『
第
四
回

　伊
王
島
朝
市

　海
鮮
秋
祭
』
が
開
催
さ
れ
る

　

去
る
九
月
二
十
九
日
に
、
長
崎
市
伊
王
島
町
に
あ
る
伊
王
島
馬
込
漁
港
内
に
て
、『
第
四
回 

伊
王
島
朝
市
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
指
導
部
　
指
導
課

高級煮干の詰め放題の様子

来場者が自由に参加する模擬セリ体験
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今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
な
が
さ
き
漁
業
伝
習
所
本
所
の
主
催
及

び
本
会
の
後
援
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

漁
業
の
み
な
ら
ず
水
産
業
全
体
で
人
手
不
足
が
深
刻
な
状
況

に
あ
る
な
か
、
県
内
の
高
校
生
や
求
職
者
を
新
規
就
業
者
と
し

て
呼
び
込
み
、
人
手
不
足
の
漁
村
地
域
や
水
産
団
体
等
と
就
業

希
望
者
と
の
効
果
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

漁
業
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
や
来
年
の
就
職
に
向

け
て
説
明
を
聞
き
に
来
た
、
長
崎
県
立
長
崎
鶴
洋
高
等
学
校
の

二
年
生
を
含
め
約
四
十
名
が
来
場
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
出
展

者
の
説
明
を
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
き
な
が
ら
、
時
折
質
問
を
交

え
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
次
年
度
も
継
続
し

て
い
く
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

水産業就業支援フェアの様子

　
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、漁
船
の
海
難
事
故
（
転
覆
・
衝
突
等
）
や
海
中
転
落
等
の
事
故
に
よ
り
、

親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・
精
神
的
援
助
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
幼
児
か
ら
小
中
高
生
・
大
学
生
に

学
資
の
給
与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に
よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
温

か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
に
は
次
の
方
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
紙
上
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
】
▼
三
重
地
区
み
な
と
祭
実
行
委
員
会

（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

長
崎
県
水
産
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア

長
崎
県
水
産
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア

長
崎
県
水
産
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア

　

さ
る
十
月
十
二
日
に
長
崎
県
庁
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
『
長
崎
県
水
産
業
就
業
支
援

フ
ェ
ア
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
卸
売
業
、
加
工
業
、
沿
岸
漁
業
、
底
曳
網
漁
業
、
大
中
型
ま
き

網
漁
業
か
ら
三
十
五
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
務
指
導
部
　
指
導
課
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由
比
港
漁
業
協
同
組
合
は
、
正
組
合
員
二
四
二
名
、

准
組
合
員
三
四
六
名
で
、
桜
え
び
漁
業
や
し
ら
す
漁

業
、
定
置
漁
業
な
ど
が
営
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が

漁
協
収
益
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

桜
え
び
は
、
明
治
二
十
七
年
、
由
比
の
二
名
の
漁

師
が
あ
じ
漁
を
行
っ
た
際
に
、
偶
然
発
見
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
一
二
七
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

世
界
的
に
も
珍
し
い
資
源
管
理
型
漁
業
で
あ
る
桜

え
び
の
プ
ー
ル
制
（
均
等
配
分
制
度
）
は
、
昭
和
五

十
二
年
か
ら
導
入
さ
れ
、
現
在
で
は
由
比
・
蒲
原
・

大
井
川
の
三
地
区
、
計
一
二
〇
隻
で
実
施
し
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
年
代
半
ば
頃
ま
で
は
、
手
作
業
で
漁
を

行
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
機
械
化
が
進
み
、
魚
群
探

知
機
や
無
線
が
導
入
さ
れ
、
水
揚
量
は
増
加
し
て
い

っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
魚
価
が
暴
落
し
、
市
場
へ
出

荷
せ
ず
廃
棄
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
受
け
、
価
格
調
整
を
目
的
に
、
操
業
時

間
や
水
揚
量
等
を
制
限
す
る
な
ど
、
模
索
し
な
が
ら

プ
ー
ル
制
を
開
始
し
た
。
桜
え
び
漁
に
お
い
て
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
水
揚
げ
を
誇
っ
た
当
時
の
組
合
長
が

「
価
格
調
整
は
も
と
よ
り
、
資
源
管
理
の
こ
と
も
考

え
て
、
プ
ー
ル
制
を
導
入
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た

こ
と
も
あ
り
、
漁
業
者
か
ら
の
反
発
も
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
、
プ
ー
ル
制
を
導
入
し
た
お
か
げ
で
、

桜
え
び
漁
が
百
年
以
上
続
い
て
い
る
。

　

プ
ー
ル
制
を
導
入
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
過
当

競
争
に
よ
る
漁
船
同
士
の
事
故
が
な
く
な
っ
た
こ
と

　

視
察
研
修
は
、
長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会
（
会
員

五
十
五
組
合
）
が
本
県
漁
協
の
運
営
及
び
発
展
に
寄

与
す
る
目
的
で
隔
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
二
十

八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
三
ヵ
所
で
実
施
し
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
視
察
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
、
県
下
漁
協
の
運
営
安
定
と
発
展

に
繋
が
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

～
視
察
概
要
は
次
の
通
り
～

由
比
港
漁
業
協
同
組
合

長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会

　視
察
研
修
を
実
施

長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会

　視
察
研
修
を
実
施

　

去
る
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
、静
岡
県
静
岡
市
に
あ
る
「
由
比
港
漁
業
協
同
組
合
」

と
同
県
伊
東
市
に
あ
る
「
い
と
う
漁
業
協
同
組
合
」、
お
よ
び
「
豊
洲
市
場
」
へ
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会

由比港漁協の外観
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や
漁
業
労
務
の
軽
減
な
ど
色
々
あ
る
が
、
漁
協
と
漁

業
者
の
連
帯
感
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
一
番
だ
と
い
う
。

い
と
う
漁
業
協
同
組
合

　

い
と
う
漁
業
協
同
組
合
は
、
正
組
合
員
三
三
三
名
、

准
組
合
員
一
八
〇
八
名
で
、
ま
き
網
漁
業
や
棒
受
網

漁
業
、
定
置
網
漁
業
、
一
本
釣
漁
業
な
ど
様
々
な
漁

業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
平
成
六
年
に
市
内
五
漁
協
と

合
併
し
、
平
成
十
二
年
に
は
八
幡
野
漁
協
を
吸
収
合

併
し
た
。
更
に
は
、
平
成
二
十
二
年
に
熱
海
市
に
あ

る
網
代
港
漁
協
と
合
併
す
る
と
と
も
に
名
称
を
「
い

と
う
漁
協
」
に
変
更
し
、
現
在
に
至
る
。

●
鮮
魚
の
流
通
改
革
へ
の
取
組
み

　

自
営
定
置
に
よ
る
産
直
取
引
は
、
平
成
二
十
一
年

に
静
岡
県
内
の
高
級
小
売
チ
ェ
ー
ン
「
し
ず
て
つ
ス

ト
ア
」
と
週
一
回
程
度
の
頻
度
で
始
ま
っ
た
。
通
常

の
取
引
は
、
漁
業
者
が
魚
市
場
に
水
揚
げ
し
、
そ
れ

を
買
受
人
が
購
入
、
流
通
経
路
に
乗
せ
て
販
売
す
る

が
、
こ
の
産
直
取
引
は
、
し
ず
て
つ
ス
ト
ア
の
保
冷

ト
ラ
ッ
ク
が
水
揚
げ
地
で
あ
る
富
戸
漁
港
へ
横
づ
け

さ
れ
、
静
岡
市
の
配
送
業
者
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
、

当
日
の
午
後
に
は
県
下
全
店
舗
の
店
頭
に「
朝
獲
れ
」

の
新
鮮
な
鮮
魚
が
並
ぶ
。
こ
れ
は
、
通
常
小
売
店
と

生
産
者
が
取
引
を
行
う
に
あ
た
り
、
必
ず
直
面
す
る

「
壁
」
が
な
く
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

①
価
格
は
、
生
産
者
の
意
向
で
決
め
ら
れ
る
。

…
魚
種
や
大
ま
か
な
サ
イ
ズ
別
に
、
伊
東
魚
市
場
や

周
辺
市
場
の
相
場
を
参
考
に
し
て
、
二
～
三
割
上
乗

せ
し
た
価
格
を
単
価
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
同
ス
ト
ア
が
「
安
売
り
」
を
目
的
と
し
た
も
の

で
な
い
こ
と
か
ら
、
生
産
者
側
に
有
利
な
取
引
条
件

が
う
ま
れ
た
。

②
定
置
網
に
入
る
多
種
多
様
な
魚
を
、
選
り
好
み
な

く
引
き
取
っ
て
く
れ
る
。

…
い
わ
ゆ
る
雑
魚
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
小

さ
い
魚
や
単
価
が
高
す
ぎ
て
消
費
者
向
け
で
な
い
高

級
魚
で
も
、
刺
身
や
お
造
り
パ
ッ
ク
に
小
分
け
す
る

な
ど
、
工
夫
し
て
販
売
し
て
い
る
。

③
生
産
者
側
は
、
無
理
な
安
定
供
給
や
欠
品
回
避
を

要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

…
週
二
回
限
定
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
ホ
ン
モ
ノ

感
」を
演
出
す
る
意
味
か
ら
も
、時
化
に
よ
る
欠
品
や

水
揚
量
が
少
な
く
各
店
舗
に
行
き
渡
ら
な
い
場
合
が

あ
る
旨
、
同
ス
ト
ア
の
チ
ラ
シ
に
記
載
し
て
あ
る
。

いとう漁協齋藤参事より説明を受ける様子

豊洲市場の場内を見学する様子
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全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
市
場
導
入
に
向
け
て

【
は
じ
め
に
】

　

本
県
の
養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
生
産
量
は
全
国
一
位
で

約
五
十
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
重
要
な
産
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
魚
価
の
低
迷
や
、
餌

料
コ
ス
ト
の
増
大
等
が
追
打
ち
と
な
り
、
養
殖
漁
家

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
打
開

し
、
養
殖
業
者
の
経
営
を
改
善
し
安
定
さ
せ
る
た
め

に
は
、
市
場
価
値
の
高
い
養
殖
ト
ラ
フ
グ
を
生
産
、

販
売
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ご
存
知
の

と
お
り
、
ト
ラ
フ
グ
の
精
巣
は
高
級
食
材
で
あ
る
白

子
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
白
子
入
り
の
雄
ト
ラ

フ
グ
は
、
相
場
に
左
右
さ
れ
ず
雌
の
約
一
・
三
倍
で

取
引
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
一
）。

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
　
　
　
　
　
　
　       

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
　
魚
類
科

　

総
合
水
試
で
は
、
ト
ラ
フ
グ
を
選
択
的
に
市
場
価

値
の
高
い
雄
に
す
る
全
雄
ト
ラ
フ
グ
作
出
技
術
を
平

成
二
十
七
年
に
確
立
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
全
雄
ト

ラ
フ
グ
の
市
場
導
入
に
向
け
た
取
組
み
を
中
心
に
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

【
全
雄
ト
ラ
フ
グ
作
出
方
法
】

　

ま
ず
は
、
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
作
り
方
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
ト
ラ
フ
グ
は
、
ヒ
ト
と
同
じ
く
Ｙ
染
色

体
を
持
つ
も
の
が
オ
ス
に
な
り
ま
す
（
図
二
）。
こ

の
染
色
体
は
オ
ス
親
か
ら
子
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

通
常
、
オ
ス
が
生
産
す
る
精
液
に
は
、
Ｘ
染
色
体
を

保
有
す
る
精
子
と
Ｙ
染
色
体
を
保
有
す
る
精
子
（
便

宜
上
、
Ｘ
精
子
お
よ
び
Ｙ
精
子
と
呼
ぶ
）
が
同
数
含

ま
れ
、
Ｙ
精
子
が
受
精
す
る
と
オ
ス
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
Ｙ
精
子
の
み
を
生
産
す
る
オ
ス
を
作
出

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
は
全
て
オ
ス
と
な
り
ま

す
。

図１　トラフグ雌雄別価格イメージ

図２　トラフグの性決定
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こ
れ
を
実
現
す
る
も
の
が
、“
超
雄
ト
ラ
フ
グ
”

で
す
（
図
三
）。
超
雄
ト
ラ
フ
グ
は
、
Ｙ
染
色
体
を

二
セ
ッ
ト
保
有
す
る
た
め
、
生
産
す
る
精
子
に
は
Ｙ

精
子
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
超
雄
ト

ラ
フ
グ
を
作
出
で
き
れ
ば
、
全
雄
種
苗
の
生
産
は
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
超
雄
ト
ラ
フ
グ
を
作
出
す
る
方
法
と
し

て
代
理
親
魚
技
術
に
注
目
し
ま
し
た
（
図
四
）。

　

こ
の
技
術
は
、
あ
る
魚
の
卵
や
精
子
（
配
偶
子
）

を
別
種
の
個
体
ま
た
は
同
一
種
の
別
個
体
に
生
産
さ

せ
る
技
術
の
こ
と
で
す
。
方
法
は
、
ト
ラ
フ
グ
精
子

の
基
と
な
る
細
胞
（
精
原
細
胞
）
を
取
り
出
し
、
免

疫
能
が
未
熟
な
（
異
種
の
細
胞
を
拒
絶
し
な
い
）
産

ま
れ
た
ば
か
り
の
ク
サ
フ
グ
の
腹
腔
内
に
移
植
し
ま

す
。
移
植
し
た
ク
サ
フ
グ
が
成
熟
す
る
と
ト
ラ
フ
グ

の
配
偶
子
を
生
産
し
、
卵
に
は
オ
ス
由
来
の
Ｙ
卵
が

含
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
超
雄
ト
ラ
フ
グ
を
誕
生
さ
せ
ま

し
た
。
ク
サ
フ
グ
を
代
理
親
魚
に
利
用
し
た
理
由
は
、

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
成
熟
ま
で
の
期
間
が

ト
ラ
フ
グ
の
二
分
の
一
で
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
成

熟
時
の
サ
イ
ズ
が
ト
ラ
フ
グ
の
約
百
五
十
分
の
一
と

非
常
に
小
さ
い
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ク
サ
フ

グ
を
代
理
親
魚
に
す
る
こ
と
で
技
術
開
発
ま
で
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
親
魚
管
理
に
必
要
な
設

備
や
労
力
も
削
減
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
成
果
の
県
内
普
及
に
向
け
て
、
超
雄
ト
ラ

フ
グ
を
用
い
て
全
雄
種
苗
を
生
産
し
、
成
長
や
生
残

率
等
の
養
殖
に
対
す
る
適
性
を
検
証
す
る
試
験
を
行

い
ま
し
た
。

図３　超雄トラフグ

図４　代理親魚技術を用いた全雄トラフグ種苗生産
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【
陸
上
養
殖
適
性
試
験
】

　

平
成
二
十
七
年
二
月
に
雌
一
尾
か
ら
得
ら
れ
た
卵

を
六
等
分
し
、
こ
れ
ら
を
超
雄
と
通
常
雄
そ
れ
ぞ
れ

三
尾
分
の
精
子
と
受
精
さ
せ
六
種
の
種
苗
を
生
産
し

ま
し
た
。
次
に
こ
れ
ら
の
種
苗
を
出
荷
サ
イ
ズ
に
達

す
る
ま
で
飼
育
を
継
続
し
ま
し
た
。
試
験
終
了
時
に
、

全
尾
を
取
上
げ
、
生
残
尾
数
、
体
重
、
白
子
重
量
を

測
定
し
た
結
果
、
全
雄
種
苗
は
、
通
常
種
苗
と
比
較

し
て
生
残
率
、
成
長
、
白
子
重
量
に
有
意
な
差
は
認

め
ら
れ
ず
、
遜
色
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
五
）。

【
海
面
養
殖
適
性
試
験
】

　

平
成
二
十
九
年
三
月
に
総
合
水
試
で
全
雄
種
苗
の

生
産
を
行
い
、
県
内
二
者
の
養
殖
業
者
に
合
計
二
・

三
万
尾
の
飼
育
を
委
託
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
出

荷
時
の
平
均
体
重
は
一
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
生
残
率

は
約
六
割
で
、
通
常
の
ト
ラ
フ
グ
と
同
等
で
途
中
に

大
き
な
減
耗
も
な
く
順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
二
件
の
陸
上
お
よ
び
海
面
養
殖
適
性
試

験
で
は
、
全
雄
種
苗
の
生
産
を
総
合
水
試
で
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
全
雄
種
苗
を
実
用
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
民
間
の
種
苗
生
産
機
関
が
全
雄
種
苗
を
生
産

で
き
る
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平

成
三
十
年
二
月
に
県
内
種
苗
生
産
機
関
に
生
産
を
委

託
し
、
民
間
に
よ
る
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
種
苗
生
産
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
精
率
七
十
％
、

ふ
化
率
五
十
五
％
と
や
や
ふ
化
率
は
低
か
っ
た
も
の

の
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
ま
で
の
生
残
率
は

七
十
一
％
と
好
成
績
を
収
め
、
そ
の
後
の
生
育
も
順

調
で
し
た
。
生
産
し
た
全
雄
種
苗
は
、
県
内
七
者
の

養
殖
業
者
（
海
面
養
殖
六
者
、
陸
上
養
殖
一
者
）
へ

四
・
七
万
尾
を
配
付
し
、
現
在
養
殖
適
性
試
験
を
行

っ
て
い
ま
す
。
各
養
殖
業
者
か
ら
の
聞
取
り
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
養
殖
過
程
に
お
い
て
大
き
な
問
題

も
な
く
、
通
常
の
ト
ラ
フ
グ
と
特
に
変
わ
ら
ず
順
調

に
生
育
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
令
和
元
年
度

に
も
同
様
の
仕
組
み
で
、
民
間
業
者
四
者
が
種
苗
生

産
試
験
を
行
い
、
そ
の
種
苗
十
三
万
尾
を
用
い
て
養

殖
適
性
試
験
を
、
県
内
十
八
の
養
殖
業
者
が
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

全
雄
種
苗
の
市
場
導
入
に
よ
り
、
白
子
が
過
剰
供

給
と
な
り
価
格
が
暴
落
す
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
総
合
水
試
で
は

関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
白
子
の
適
正
価
格
を
維

持
で
き
る
供
給
量
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
現

在
行
っ
て
い
る
養
殖
適
性
試
験
を
通
じ
て
、
全
雄
出

荷
尾
数
が
白
子
の
価
格
に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
、

市
場
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
養
殖
業
者
お
よ
び
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
付
加
価
値

の
高
い
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
開
発
に
取
組
む
考
え
で
す
。

（
担
当　

濱
崎　

将
臣
）

図５　陸上養殖適性試験結果
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